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平成２８年 第３回（６月）志免町議会定例会一般質問通告書 

通 告 順 

番

号 
質問者 質問時間 件    名 要    旨 具 体 的 質 問 内 容 

質問の相

手 

１ 丸山真智子 ３０分 

１．防災・減災の

地域づくり・ま

ちづくりにつ

いて。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．交通安全対策

について。 

 

 

 

(１) 自助・共助・公助力を

高め、防災・減災の安

心できるまちづくりを

めざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 高齢者と子どもの交

通安全対策。 

 

【公助】 

① 災害対応の拠点となる役場庁舎の耐震性はどうなっているのか。 

② 人員体制に嘱託や臨時職員も含まれているのか。 

③ 備蓄倉庫ができたが、内容は何が揃い、何が課題か。 

  ⅰ 例えばアレルギー対応食の準備はされているのか。 

  ⅱ いざ、避難となるとトイレが心配、備えはどうなっているの

か。 

  ⅲ 広域連携・協力での準備もできるのでは。 

④ 福祉避難所について障害者（児）等のみなさんに情報は行き届い

ているのか。どういった配慮がされるのか。 

⑤ 熊本地震で支援物資を集められたが、適切に配布できたのか。 

  また、町が被災した場合、ＳＮＳを利用して不足食糧などの情報

が集まるような構築ができないのか。 

【共助】 

⑥ 自主防災組織の設置状況は。救助資材等の備えはされているの

か。家具の転倒予防などの指導もこの組織でできないのか。 

⑦ 志免町に職員だけではなく、民間も入れて防災士は何人おられる

のか。養成が必要では。女性の防災士も養成して欲しい。受講料

を補助している自治体もある。 

【自助】 

⑧ 耐震診断の情報を周知して欲しい。 

  耐震化工事は寝室だけを耐震シェルターにすれば全体より安価

でできる。 

⑨ 家具の転倒予防の啓発を強化すべき。例えばシルバー人材センタ

ーなどに委託して高齢者宅に設置を普及したらどうか。 

⑩ 防災メールの登録は増えているのか。増やす取り組みはしてある

のか。 

⑪ 非常持ち出し品の準備の意識啓発が大事。また、イベント等で防

災グッズを配るのもいいのでは。 

 

① 高齢運転者の事故率は高い。80 歳以上の自主返納者に支援事業を

行ったらどうか。粕屋町や、みやま市の例があります。 

② 子どもたちの交通安全を考えると自転車に乗る際にヘルメット

着用は必須では。ヘルメットは防災にも役に立ちます。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

２ 野 上 順 子 ３０分 

１．防災につい

て。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．合併につい

て。 

 

(１) 防災に対する町の取

り組み。 

 

 

 

 

 

 

(２) 災害弱者への対応は

どうされるのか。 

 

 

(１) 町長の思いの合併は

今どうなっているの

か。広域で取り組む課

題はでているのか。 

 

 

 

 

① 熊本での地震後、町の防災への対応などで見直しや改正等を含め、

変化はあったのか。 

② 避難所の安全性はどうなっているのか。 

③ 橋の強度は。 

④ 全町による防災訓練も必要では。 

⑤ 前回の質問で多くの情報をしっかり伝えてほしいと出したが、そ

の後の対応は。 

 

① 今回の地震で、高齢者、障害者への対応が大変きびしかったと伝

えられているが、今後どうしていくのか話しあいがされているの

か。 

 

① 各町との話し合いはされているのか。 

② 合併がすぐにできなくても、広域で取り組んで進めてほしい事も

ある。 

③ 近隣町で特別支援学校を望むが学校の現状等。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

町 長 
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３ 古庄信一郎 ３０分 

１．熊本地震に学

ぶ防災対策と

「志免町地域

防災計画」及び

「志免町耐震

改修促進計画」

について。 

 

２．志免町の歳入

及び町民所得

アップのため

の、志免町に於

け る 優 良 企

業・事業所の育

成支援と対策

について。 

(１）熊本地震に学ぶ自治体

の防災対策について。 

 

(２）「志免町地域防災計画」

及び「志免町耐震改修

促進計画」について。 

 

 

(１）志免町に於ける企業・

事業所等の実態は。 

 

 

 

(２）優良企業・事業所の育

成支援と対策は。 

 

 

 

① 熊本地震の全体感想について。 

② 熊本地震の教訓として認識した課題は何か。 

 

① 熊本地震から学ぶ「志免町耐震改修促進計画」の課題について。 

② 熊本地震から学ぶ「志免町地域防災計画」の課題について。 

 

 

 

① 企業・事業所等の実態は。 

・件数 ・納税等の実態 ・従業員数の実態 

・公的貢献の実態は 

② 近年に於ける法人税等の推移と見解について。 

 

① 優良企業・事業所等の育成支援の基本的考え方 

② ・光冷暖・QTNet SOC の認識について。 

③ この 2 社への係わり方、支援について。 

④ 優良企業・事業所の表彰制度他について。 

町 長 

 

 

町  長 

 

 

 

 

町  長 

 

 

 

 

町  長 

 

 

 

４ 牛 房 良 嗣 ３０分 

１．「対話と行動

力で町に新し

い風を」町民主

役の行政推進。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．このたびの地

方創生は各自

治体が自らの

特性、資源を活

かし町の活性

化をはかって

いくもの。「子

育て世代に選

ばれるまち」 

 

「対話と行動力」について 

(１）町長の具体的実践事

項。 

 

 

 

(２）役場職員への指導。 

 

   

 

 

 

 

 

志免町の特性、資源は毎年

５００人の新生児、８３０

０人の子宝に恵まれた町。 

(１）志免町で子どもを育て

たいと思われる町へ。 

 

 

 

 

 

 

(２）志免町の学校（小、中）

で子どもを学ばせたい

と思われる町へ。色鮮

やかな芝生のグランド

で裸足で思いきり遊ば

せたい。 

 

提言 

① 町長の役場玄関での朝立ち挨拶励行。 

② 町長、副町長在室のときはドアはオープン。 

③ 全職員へ月１回はメール配信、指示指導等の徹底。 

 

職員の実践事項 

① 窓口応対、明るい挨拶の励行。外部企業への研修。 

② 窓口担当、応対ノート記録の町長への提出。 

③ 各課、町内巡回視察（月１回）。 

④ 若手グループ（３人１組）町内会議への出席。 

⑤ 町の魅力、広報の作成、内外活用。 

⑥ 全職員からの意見の聴取を継続的に。 

⑦ 全課カウンターに花を。 

 

 

 

 

① 保育園、幼稚園から幼児英語指導が無料で受けられる。 

  保育園、幼稚園での英語学習指導に助成金の支援を実施。 

 

② 土曜日は公民館で英、国、算の学習支援と給食が無料で受けられ

る。（いじめ、不登校の一掃、３世代の学習応援） 

  無料で子どもたちの学習支援を実施する町内会へ経費の半額の

支援を実施。 

 

① 全校（４小学、２中学）にエアコンと緑の芝生で最高の教育環境。 

② 知育、徳育、体育、英語力を向上、グローバル化の世界で活躍で

きる人材を育てる。（芝生グランドの地下は貯水タンクで水害、

温度調整役を果たす、エコスクール）。 

③ 子育て教育に最大の投資を。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教 育 長 

 

５ 二宮美津代 ３０分 

１．志免町地域防

災計画。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災計画の課題 

(１）減災や地域住民との協

働。 

 

 

 

 

 

 

(２）業務継続計画。 

 

 

 

① 自助による減災への取り組み（防災スタートブックの作成）。 

② 共助・近助の地域連携（地区防災計画の作成）。 

  ※地区防災計画とは町内の地区居住者や事業者で自発的に作る

防災活動計画で東日本大震災以降、近所（これ迄の共助）の強化

が主目的で行われている。 

③ 防災士等、防災人材の育成・強化（公助による地域防災力の向上

を図る取り組み）。 

 

① 業務継続計画の策定（大規模地震発生時の業務の明確化）。 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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２．改正自殺対策

基本法。 

 

(１）改正法への対応につい

て。 

 

 

 

 

「誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現」を目指すとされる

改正法（平成 28 年 4 月 1 日施行）への対応。 

① 自殺対策計画の策定（義務付け）。 

② 自殺予防教育（学校現場の取り組み強化）。 

③ 啓発事業【自殺予防週間（９月１０日～１６日）】 

      【自殺対策強化月間（３月）】 

町 長 

教 育 長 

 

 

 

６ 安河内信宏 ３０分 

１．昨年から行わ

れるようにな

った、志免町小

中学校運動会

の土曜開催に

ついて。 

 

 

(１）昨年（Ｈ２７年度）よ

り町内の運動会が土曜

開催となったが、保護

者や町内会からも今年

も日曜開催に対する希

望の声が多くあがって

いるようにきいてい

る。昨年及び今年の開

催についての検証は。 

 

① まず、土曜開催となった経緯を問う。 

② 昨年の運動会開催後、初の土曜日開催に対し志免西小より教育委

員会の方に町内全体的アンケート実施の要望があったと思うが

行われなかったのはなぜか。 

③ 昨年の開催後、当時の熊本参事より、運動会についての見解書が

出された内容に対する問い。 

④ 今年は保護者及び町内会に対して、検証の意味においてアンケー

トを実施する予定はあるのか。 

教 育 長 

７ 末 藤 省 三 ３０分 

１．生活につい

て。 

 

 

 

 

２．教育につい

て。 

 

 

 

 

 

 

３．保育につい

て。 

 

(１）生活圏の交通対策につ

いて。 

 

 

(２）一億総活躍について。 

 

(１）教育の現状をどうみる

か。 

 

 

 

 

 

 

(１）保育の問題点につい

て。 

① ＪＲ駅の無人化をどう考えるか。 

② 住民説明会を開いて説明すべき、提案を行うこと。 

③ 郡内の町長会で統一して求めること。 

 

① １億総活躍をどうとらえて実行されようとしているのか。 

 

① 子どもの貧困をどうみているか。 

② 志免町の教育方針はどうあるべきか。 

③ 少人数学級について。 

④ 先生不足をどうとらえているか。 

⑤ 学力テスト問題をどうとらえているか。 

⑥ 就学援助の基準改定について。 

⑦ 施設の使用問題について（テニス、野球場使用）。 

 

① 待機児童問題が起こる原因をどうとらえているか（解決策は）。 

② 保育士不足をどうみているか。対策をどう考えているか。 

③ 保育所建設を考えて町づくりを。 

 

町 長 

 

 

 

町 長 

 

町  長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 


